
             ～まちが人を育て、人がまちをつくる～   

             

 

 

 

１９７０年２月１４日生まれ Ａ型 ５５歳  

略歴: 沼間小卒業・逗子中卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社  

逗子市商工会青年部長・逗子葉山青年会議所理事長・逗子ロータリークラブ会長 

沼間小ＰＴＡ会長・逗子中ＰＴＡ会長・市ＰＴＡ連絡協議会会長・県ＰＴＡ執行役員 

逗子市消防団員・逗子ポイントカード事業協同組合副理事長・逗葉建設組合副組合長 

家族構成: 妻と長女 次女(大学生) 長男(大学生)    

議会職歴: 副議長・総務常任委員長・教育民生常任委員長・議会運営委員長                          

監査委員・予算特別委員長・決算特別委員長・基地対策特別委員長 

現在 ４期目 議 長(令和 6 年４月 11 日就任) 所属会派:市政クラブ 

 

 

 

第２回定例会が６月６日～２０日に行われました。今定例会の主な議案は、令和７年度逗子市 

一般会計補正予算(可決)、逗子市介護保険事業特別会計補正予算(可決)、不動産の取得(小坪2丁

目県有地の取得）について(可決)、逗子市職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい(可

決)、公平委員会委員の選任について(同意)、工事請負契約の締結(第３分団詰所)について(可決)、

報告議案４件、その他に陳情、意見書案が審議されました。 

 

 

 

 

 

 

第３分団詰所建替工事は、社会的な建築資材及

び人件費の高騰により、４回の入札不調が続き、

随意契約での請負事業者を探すも、採算が会わ

ず人工も不足しているとの理由で、契約事業者

が選定できない状況となっていました。今定例

会で、工事請負費の不足見込額を増額する提案

がされました。令和６年度当初予算では、工事

価格 約９，２１４万円でしたが、今定例会の令

和７年度補正予算で提案され、１５，６７５万

円まで増額となりましたが、可決しました。 

また、年度内の竣工を目指すため、随意契約で

工事請負契約の締結の議案が可決されました。

第３分団詰所は沼間地域の防災拠点として、市

民の安全・安心を守るため、また大規模災害が

発生した際の重要な施設です。 

令和８年3月末の竣工予定です。 

 

久木小学校の屋内運動場改築工事(第1期)の工事

設計の誤りが確認され、改めて再設計を行うこと

になっており、小学校前の道路の耐荷重能力を測

定する調査の補正

予算が今定例会で

提案され、可決し

ました。市道久木

20号道路下は、久

木川が流れる水路

があり、上部が暗

渠になっており、

20ｔ以下の車両し

か通行できない状

況で、60ｔの重機

を入れる設計とな

っていました。 



  

 

 

沼間 1 丁目の県道沿いの崖地の高い壁に大きな

亀裂があると市民から危険ではないかとご意見

を頂きました。亀裂等の補修工事が完了しまし

た。この場所は、多くの児童が通る通学路です。 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後とも通学路等の安全対策に取り組んで参り

ます。危険性があると思われる場所などがござ

いましたら、お知らせ下さい。 

 

今定例会において、逗子市商工会助成事業の補正

予算が提案されました。内容は、遊休公共資産を

活用し、様々な業種、成熟段階の事業者(創業準

備者を含む)の交流を目的としたコワーキングス

ペース等の場づくりを行い、小規模事業者の連携

による経営資源の補完と仕事の地産地消による、

地域経済の循環及び地域活性化を目指すもので

す。逗子市商工会が事業主体となり、逗子会館で

事業者交流プログラムの実施、専門家相談窓口の

設置等をします。効果としては、リモートワーカ

ーやデジタルノマド人材の発掘や仕事の地産地

消の場となることで、地域経済が循環します。ま

た、事業者等の連携により小規模事業者の限られ

た経営資源を補完できることを期待しています。 

 

 

6 月 13日、14日に市民説明会が開催されました。

「総合的病院がなくても市民の皆様が安心して

暮らせる地域医療」へ方針転換の経緯や逗子の地

域医療の方針(案)として、「今ある資源を活用し

つつ逗子市に必要な機能を追加していく医療体

制への転換」に向けて、取り組んでいく課題(【1】

小児医療【2】相談窓口・情報発信【3】災害時、

新たな感染症など【4】在宅医療)や問題解決に向

けて、市民、関係機関、の皆さんと方向性を共有

し、意見を頂きながら、できることから具体的な

行動に移していくとの説明がありました。 
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